
単位数(時間数) 開講時期

授業
回数

1 母性看護の主な概念
　 (1)人間の性と生殖

　➂母性・父性・親性・母子相互作用・愛着形成・早期の母子接触
　 (2)看護の基盤となる概念
　➀エンパワメント　　➁ヘルスプロモーション

　 (3)母性看護の対象
　 (4)家族の発達・機能
2 母性看護における倫理
　 (1)女性の権利と擁護
　 (2)母性看護における生命倫理諸問題
　➀人工妊娠中絶　　➁生殖補助医療　　➂出生前診断

3 母子保健の動向と法・施策
　 (1)母性看護に関する統計（世界・日本）
　➀出生・新生児・乳児・周産期死亡・妊産婦死亡
　➁死産・流産・人工妊娠中絶

　 (2)国際化社会と母性看護（在留外国人の母子支援）
　 (1)妊娠・出産包括支援・子ども・子育て支援
　➀未熟児養育医療と未熟児訪問指導・災害時の母子支援

　 (2)母性を保護する法律

　②母子保健法・母体保護法・女性の就労に関する法律
　 (3)周産期医療ネットワーク（母体搬送・新生児搬送）
4 ライフサイクル各期における看護
　 (1)思春期の身体的特徴と第二次性徴
　 (2)思春期の心理・社会的特徴
　➀自我同一性・社会的性同一性の確立・性同一性障害
　➁性意識・性行動の発達（性機能と性反応）

　 (3)思春期の健康問題と健康教育
　➀月経異常・月経随伴症状　　➁月経教育 ・性教育

(6)成熟期の健康管理とセルフケアへの援助
　➀性感染症（ＳＴＩ）・女性生殖器の疾患（子宮筋腫・子宮内膜症）
　➁不妊症・不育症の治療・看護

(7)周産期の看護の特徴と看護過程
　➀ウェルネス・セルフケア　　➁保健相談・保健指導

(8)ホルモンの変化と更年期
　 　➀ホルモンの検査・治療　　➁更年期障害と看護
　 (9)更年期以降におこりやすい疾患と看護
　➀骨粗鬆症、骨盤臓器脱、尿失禁、萎縮性腟炎、外陰炎

5 ライフサイクル各期に及ぶ問題と看護
　 (1)リプロダクティブヘルスケア
　➀ＨＩＶ感染　　➁人工妊娠中絶

修了認定試験：筆記試験　１００点

６０点以上を合格とする。　（修了認定等に関する規定第４条参照）

使用
テキスト

15回

講義

講義

講義

講義

8回

9回

10回

11回

12回

13回

14回

6回

7回

科目目標：

1　母性看護の基盤となる概念と母子保健の動向について理解する。

2　ライフサイクル各期の特徴と看護について理解する。

外部講師 あり（看護師/助産師）

講義

講義

講義

講義

1回

2回

3回

4回

5回

系統看護学講座専門分野Ⅰ　母性看護学①母性看護学概論　医学書院
国民衛生の動向　厚生労働統計協会

科目名 担当講師 実務経験

母性看護学概論 １単位(３０) １年次  ９月

筆記試験（１ｈ）
自己学習時間（１ｈ）

講　　師授業計画 授業方法

　➀配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）

(5)家族計画（受胎調節）と出
(4)成熟期の特徴（女性と結婚）

　➀リプロダクティブヘルス/ライツ  ➁セクシャリティ・ジェンダー・性の多様性

専任教員



単位数(時間数) 開講時期

授業
回数

1 妊娠の経過と胎児の発育
　 (1)妊娠の生理と経過
　 (2)妊婦の健康診査
　➀妊娠経過と胎児の発育　　➁母体の生理的変化

　 (3)妊婦の健康診査・診察と介助
2 妊婦と家族の心理・社会的変化
　 (1)妊娠の適応
　 (2)妊娠各期の心理的変化
3 妊婦の看護の実際(1)

(1)健康診査
　➀腹囲・子宮底の測定　　➁レオポルド触診法

　➂胎児心拍の聴取　　➃NST（ノン・ストレス・テスト）
　 (2)コミュニケーション・安全・安楽への配慮
4 妊婦と胎児の健康と生活のアセスメント
　 (1)妊婦の健康管理と保健指導
　➀日常生活　　➁食事と栄養　　➂マイナートラブルと対処法

5 出産・育児の準備
　 (1)分娩準備教育
　 (2)乳房の手当て方法
6 親役割の準備
　 (1)母親としての自己像形成過程の援助
　 (2)新しい家族役割への適応過程の援助
7 妊婦の看護の実際(2)
　 (1)出産・育児のための身体作り
　➀リラクゼーション・呼吸法　　➁妊婦体操・マタニティビクス

8 分娩の経過と胎児の健康状態
　 (1)分娩の生理と経過
　 (2)産婦の健康診査
　➀産婦の健康状態　　➁胎児の健康状態　　➂分娩の進行状態

9 産婦と家族の心理

1) 分娩経過と心理的変化

2) 産婦と家族の心理への看護

10 分娩の進行状態に合わせた看護

1) 分娩の経過と看護

(1)入院時の看護
(2)分娩第1期～第4期の看護
　①基本的ニーズへの支援　　②産痛の緩和
　③出産様式（フリースタイル、分娩台）・場所（施設・自宅）

11 産婦の看護の実際

(1)分娩進行に応じた産痛緩和・補助動作・呼吸法
　 (2)コミュニケーション・安全・安楽への配慮
　

使用
テキスト

14回

15回

9回

10回

6回

7回

12回

13回

科目名 担当講師

授業方法

修了認定試験：筆記試験１００点 筆記試験（１ｈ）
自己学習時間（１ｈ）６０点以上を合格とする。　（修了認定等に関する規定第４条参照）

実務経験

妊婦・産婦の看護 １単位(３０) ２年次 ４月
外部講師 あり（看護師/助産師）

講義

専任教員

5回

8回

あり（看護師/助産師）

講　　師

科目目標：

1　妊娠の経過と看護について理解する。

2　分娩の経過と看護について理解する。

授業計画

系統看護学講座専門分野Ⅱ母性看護学➁母性看護学各論　医学書院
マタニティ診断ガイドブック　医学書院
パーフェクト臨地実習ガイド母性看護　照林社

専任教員

校内実習 外部講師
(健康運動指導士）

校内実習

専任教員
外部講師
(看護師/助産

師）

講義

講義

専任教員

専任教員

11回 講義

1回

2回

3回

講義

講義

4回 校内実習

専任教員
外部講師
(看護師/助産

師）

講義

講義



単位数(時間数) 開講時期

授業
回数

1 産褥の生理と経過

2 褥婦と家族の心理・特徴

3 褥婦の看護

(1)褥婦の健康診査と自己管理
(2)全身状態・生殖器の復古・乳房の状態の観察
(3)日常生活行動の観察
(4)復古促進の援助
(5)乳汁分泌促進・直接授乳の援助

　 (6)新しい家族形成への援助
　➀愛着形成・育児技術獲得　　➁家族役割の再調整

　 (7)母子保健施策の活用
　➀産後休業・育児休業

4 褥婦の看護の実際
　➀子宮復古、乳房の観察と経過促進の援助
　➁直接授乳の介助

　 　➂コミュニケーション・安全・安楽への配慮

4 褥婦の看護過程
　 (1)ウェルネス志向

(2)母子一体の看護過程の展開（正常分娩の褥婦の看護過程）
　➀情報整理・分類　➁分析・解釈　➂計画立案　➃評価

(3)セルフケア看護
　➀健康教育・育児指導　➁指導計画・指導案・教材（リーフレット等）

5 新生児の生理と経過

6 早期新生児の看護
　 (1)健康と発育のアセスメント
　➀アプガースコア　➁バイタルサイン　➂成熟度評価

　 　➃胎外生活適応・生理的変化　➄マススクリーニング検査
　 (2)早期新生児と家族の看護
　➀気道の開通､保温　➁全身の観察と計測　➂臍処置・沐浴　
　➃退院後の育児指導　➄母子保健施策の活用

7 新生児の安全
　 (1)事故防止

8 新生児の看護の実際

(1)全身の観察と計測（頭部の計測含む）
(2)臍処置・沐浴
(3)安全な抱き方・寝かせ方

使用
テキスト

専任教員
外部講師

(看護師/助産
師）

修了認定試験：筆記試験　８０点、　レポート　２０点 筆記試験（１ｈ）
自己学習時間（１ｈ）

系統看護学講座専門分野Ⅱ母性看護学➁母性看護学各論　医学書院
マタニティ診断ガイドブック　医学書院
パーフェクト臨地実習ガイド母性看護　照林社

14回

15回
６０点以上を合格とする。　（修了認定等に関する規定第４条参照）

　➀窒息　➁低体温　➂熱傷　➃転落　➄感染　➅取り違い　⑦連れ去り

校内実習

授業方法

講義
演習

演習

講義
演習

講義

講　　師

科目名 担当講師 実務経験

褥婦・新生児の看護 １単位(３０) ２年次  ７月
外部講師 あり（看護師/助産師）

専任教員 あり（看護師/助産師）

科目目標：

1　産褥の経過と看護について理解する。

2　新生児期の経過と看護について理解する。

授業計画

専任教員

専任教員

1回

2回

3回

講義 専任教員

5回 校内実習

専任教員
外部講師

(看護師/助産
師）

4回 講義

6回

7回
8回

9回
10回

11回

12回

13回 講義



単位数(時間数) 開講時期

授業
回数

1
　 (1)妊婦のハイリスクおよび異常時の病態生理・検査・治療
　➀出生前診断　　
　➁不育症・流産・早産
　➂感染症
　➃妊娠悪阻

　➄妊娠高血圧症候群
　➅妊娠糖尿病　　

　 (2)産婦・胎児のハイリスクおよび異常時の病態生理・検査・治療
　➀前期破水　
　➁常位胎盤早期剥離　
　➂前置胎盤　　
　➃胎児機能不全
　➄帝王切開術　　
　➅分娩時異常出血

　 (3)褥婦のハイリスクおよび異常時の病態生理・検査・治療
　➀子宮復古不全
　➁産褥熱
　➂乳腺炎
　➃産後精神障害

2 ハイリスクおよび異常な状態にある新生児の病態生理・検査・治療

(1)新生児一過性多呼吸〈ＴＴＮ〉
(2)呼吸窮迫症候群〈ＲＤＳ〉
(3)胎便吸引症候群〈ＭＡＳ〉
(4)低血糖症
(5)高ビリルビン血症
(6)新生児ビタミンＫ欠乏症

3 ハイリスクおよび異常時の看護

(1)安静療法・薬物療法時の看護
　➀切迫早産　　➁切迫流産　　➂妊娠高血圧症候群

(2)分娩時異常出血時の看護
(3)帝王切開術後の看護
(4)新生児の健康逸脱時の看護
　➀低出生体重児　　➁高ビリルビン血症

(5)予期しない危機的な状況時の看護
　➀死産　　➁先天異常

使用
テキスト

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

科目名 担当講師 実務経験

周産期にある人の
ハイリスク時の看護

１単位(１５) ２年次  ７月
外部講師 あり（医師）

専任教員 あり（看護師/助産師）

科目目標：

1　妊婦・産婦・褥婦・胎児・新生児のハイリスクおよび異常時の病態生理・検査・治療について理解する。

ハイリスクおよび異常な状態にある妊産褥婦・胎児の病態生理・検査・治療

2　妊婦・産婦・褥婦・胎児・新生児のハイリスクおよび異常時の看護について理解する。

授業計画

講義1回

授業方法 講　　師

系統看護学講座専門分野Ⅱ母性看護学➁母性看護学各論　医学書院
パーフェクト臨地実習ガイド母性看護　照林社

外部講師
(医師）

外部講師
(医師）

専任教員

講義

講義

講義

講義

修了認定試験：筆記試験１００点
筆記試験（１ｈ）

６０点以上を合格とする。　（修了認定等に関する規定第４条参照）


